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開催報告書 

6月9日（土）・6月10日（日）の2日間、北海道の十勝スピードウェイにおいて
2018 GRAN TURISMO D1 GRAND PRIX SERIES Rd.4を開催致しました。 
D1GP18年の歴史において北海道初上陸となった本大会は、全てが初物尽くしの3日
間でした。それでも、無事にイベントを終えることが出来きました事はみなさまの多大なる
ご協力によるものと感謝致します。今後ともご支援ご協力のほど、宜しくお願い致します。 

 イベント名称 2018 HOKKAIDO DRIFT 
 

 開催日時 2018年6月9日（土）9：30～18：00 
  2018年6月10日（日）8：30～17：00 
 開催場所 北海道・河西郡更別村 
 競技会名称 2018 GRAN TURISMO D1 GRAND PRIX SERIES Rd.4 

 競技会格式 JAF公認準国内格式競技 
 

 組織委員 組織委員長：齋田功    組織委員：大谷敏之 / 池上崇 
 競技会役員 審査委員長：貞井隆司    審査委員：斎田功 
  競技長：柴田和英    審判員：神本寿 / 飯田章 
  コース委員長：濱見健士   時計委員長：美濃屋務 
  技術委員長：田中美彦    事務局長：飯田麻紀子 

 
 出演  実況：鈴木学   MC：辻直樹   解説：谷口信輝 
  イメージガール：D-LOVEits 市川愛/NRK the Hedgehog 

 
 主催  株式会社サンプロス 
 協力  D1グランプリ“北海道 ドリフト” &雪上・氷上ドリフト準備委員会 

            奥本正夫 本間尚洋 羽田弘樹 上野高広 
 
     

 公式来場者数 6月9日（土） 2,770名 
  6月10日（日） 4,328名 
  2日間合計  7,098名 
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単走予選 
北海道でD1GPのシリーズ戦を開催するのは初めて。 
十勝スピードウェイもほとんどの選手は初走行となる。今回の審査コーナーはコースを逆走で使用。直線を加速
し、右コーナーふたつを抜けてから振り返すというレイアウトだ。 
振り出しのキレや1、2コーナー間の角度は重要だが、１コーナーで角度を大きくつけすぎると、ドリフトが2コー
ナーまで届かない。また、2コーナーまでがんばってドリフトを届かせる必要があるいっぽうで、2コーナー自体はRが
キツいため、減速のコントロールもむずかしいというコースだ。 
 
練習走行はドライ路面で行われたが、本番直前に雨が降り出し、競技本番はウエット路面となった。 
各グループ1名のみが予選不通過となる条件だったため、予選敗退となったのは4名のみだが、慣れていない
コースに、突然の路面コンディションの変化が重なり、全体的に低調な得点となったが、競技中にも路面コン
ディションが変わり、グループによってウエット係数が異なるので単純比較はできないが、するどい振りを見せた松
井が91点台という高得点をマーク。さらに、シーズンオフの活動で氷上運転の経験も豊富な小橋が、滑る路
面でもスムーズで減点の少ないドリフトを見せて松井の得点を上まわり、トップ通過となった。 

Rd.4単走 

川畑がパワーを生かして“単走”３連勝！ 
単走決勝 
決勝日は朝から晴れ。競技は終始ドライ路面で行われた。しかし、得点はやや低調だった。 
むずかしいのは1コーナーから2コーナーまでのつながりだ。ここをスムーズにドリフトでつなげるためにはアウト側にふ
くらんで丸いラインで走りたいが、そのためにはアウト側のコース幅が足りない。1コーナーに向けては車速をのせて
奥めで振り出すいっぽうで、1～2コーナーは角度をやや抑えめにしてドリフトをとどかせつつ、Rのきつい2コーナー
では角度を増して旋回する必要がある。しかもその間の姿勢の安定も得点への影響が大きい。さまざまな要素
をバランスさせた走りが要求された。 
 
シード選手が走るまで、最高点は上野の96.23点。 
最高速もポンの166.7km/hだった。 
しかし、シードの末永（正）が、まず高い車速や 
するどい振りを見せて97.49点をマーク。トップに立つ。 
そして川畑が、182.8km/hの進入速度を見せ、 
97.60点を出して末永（正）を上まわった。 
つづく横井も180.4km/hを出したが、97.04点どまり。 
藤野も97点にはとどかず、川畑が単走3連勝となった。 
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Rd.4追走 

タイヤ消耗戦を制して横井が“追走”2連勝！ 
  

今回の審査区間はタイヤの減りが速いコースだった。 
ルールにより単走、追走を通じて使えるタイヤは3セットのみ。優勝するにはタイヤマネージメントも重要になる。 
また、単走でもむずかしかった2コーナーへのアプローチだが、追走の後追いになると、自分のペースで走れないた
め、さらにむずかしくなる。スピードが足りなかったり、ラインが小さくなると2コーナーに届かなかい。あるいは無理に
ついていこうとすると、2コーナー手前での減速不足から立ち上がりでオーバーランもしやすかった。 
 

ベスト16では、ランキング首位の藤野が林に敗れる波乱があった。いっぽうベスト8では、横井の対戦相手であ
る林がマシントラブルを起こし、2本目をリタイヤ。これによって横井はタイヤの消耗を少し抑えられる状況になっ
た。 
 

ベスト4に勝ち上がったのは川畑、横井、上野、末永（直）。川畑vs横井は横井が後追いから川畑のインに
びっちり入って2ランクのアドバンテージを獲得。2本目は横井にミスも出たが、川畑の逆転には至らず横井が
勝った。 
上野vs末永（直）は再戦までもつれたが、最後はタイヤの消耗によって上野がアウトに流され、末永（直）
が勝利。なお3位決定戦は川畑が勝った。 
 

決勝は横井vs末永（直）。 
前戦と同じカードだ。この時点で2台とも中古タイヤしか残っていない。最初の2本は両者とも2コーナーで相手
のインに入る走りで再戦にもつれこむ。そして再戦の1本目、後追いの末永（直）はインに入りきれないものの、
横井のはみ出しもあって1ランクのアドバンテージを獲得。しかし入れ替えた2本目、後追いの横井は終始近い
ドリフトを見せ、末永（直）にも脱輪があって、横井が優勝を決めた。 
なお横井はこの結果ランキングトップに立った。 

Rank No.

順位 ｾﾞｯｹﾝ Rd.1 Rd.2 Rd.3 Rd.4 Rd.5 Rd.6 Rd.7 Total

1位 70 横井 昌志 MASASHI YOKOI 20 9 30 30 89

2位 35 川畑 真人 MASATO KAWABATA 25 12 22 22 81

3位 9 末永 直登 NAOTO SUENAGA 11 16 25 25 77

4位 66 藤野 秀之 HIDEYUKI FUJINO 17 30 17 11 75

5位 45 畑中 真吾 SHINGO HATANAKA 30 11 16 17 74

6位 39 末永 正雄 MASAO SUENAGA 22 20 12 54

7位 52 北岡 裕輔 YUSUKE KITAOKA 22 25 1 1 49

8位 15 植尾 勝浩 KATSUHIRO UEO 16 10 15 6 47

9位 78 上野 高広 TAKAHIRO UENO 1 14 20 35

10位 81 唄 和也 KAZUYA BAI 20 11 1 32

シリーズ総合ポイント
Driver Series Points

ドライバー
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競技会結果 



土曜日は悪天候にもかかわらず、パドック内には沢山のお客様が来場しました。参加ドライバー全員によるサイン
会、ピットウォークでは、ドライバーにサインをもらったり写真をとったりする姿が多く見受けられました。日曜日にも、
午前の時間帯にファン・サービスの時間を設け、お客様と触れ合うことが出来ました。D1ステージでは、地元のス
ター選手や次世代ドライバーのトークショーで沢山の人が集まりました。 

土曜日のパドック・エリア 土曜日のサイン会 

← 日曜日のパドック・エリア → 

ピットウォークへの長蛇の列 ピットウォーク時に行われたカスタムカーパレード 
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会場では「D1」のみならず、土曜日は「NISSAN ・NISMOサーキットミーティング」との併催によるR-35GTR30
台強の走行や、「D1同乗走行」、「カスタムカー・パレードラン」、「ギャルオン」等各種多彩な催し物が繰り広げら
れ来場者の皆々様には大いに楽しんで頂きました。 
10店舗の飲食ブースもお昼時のみならず長蛇の列ができるほど盛況でした。 

人気の「豚丼」 

谷口信輝NISMO 35GTR騎乗（正廻りとD1廻り
で各2周走行）その様子は日産プロモVとして収録。 

選ばれた地元Kids達による応援旗の入場 

NISSAN・NISMOサーキットミーティング TOYOブースで開催されたドライバートークショー 

カスタムカーパレードラン 
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イベント風景 



日曜日は心配された天候も何とか持ち（でも寒かった）、土曜日を遥かに超えるお客様で会場は熱気に包まれ
ました。 
オープニングセレモニーにおける更別村西山猛村長のご挨拶は“絶妙な切れ味”でこれから始まる大会を大いに盛
り上げました。 

日曜日オープニングセレモニー 西山村長圧巻のスピーチ 

5番ポストから4番ポスト方面の観客 4番ポストから5番ポスト方面の観客 

僅か200席の指定席でした。来年は増席必至！？ 5番ポストから6番ポスト方面の観客 
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イベント風景 



2018 GRAN TURISMO D1 GRAND PRIX SERIES Rd.4  

❝HOKKAIDO DRIFT❞ 

北海道初上陸、初めてのコースに参加ドライバー達は戸惑いながらも最高のパフォーマンスを披露して観客の皆
様を盛り上げました。 単走は川畑真人が優勝（3連勝）。追走は第3戦に引き続き横井昌志が2連勝優勝。
シリーズランキングでもトップに立ちました。 
最後は参加者全員が優勝者の横井ではなく、西山猛村長を胴上げして終了するという前代未聞の有終の美で
終えることとなり来年開催が楽しみな幕引きとなりました。 

審査席からスタート地点（6番ポスト）方面 横井優勝のガッツポーズ 

表彰式。プレゼンターは西山村長 副賞は更別村特産“どんぐりの村ポテトチップス” 

記者会見 “D1ドライバー支持率100%”の村長胴上げ！！ 
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プロモーション 



広告 ＆ プロモ 

ポスター＆チラシ 
• ポスター3,000枚 
• チラシ40,000枚 

 
主な配布エリア 
• 札幌 
• 帯広 
• 旭川 
• 千歳 
• 苫小牧 
• 函館 
• 釧路 
• 小樽 
• 他 

ポスター＆チラシ 

4月24日発行の帯広エリア生活情報誌
5月号に4c1p掲載/発行部数12万部。 

ドリフト天国、GENROQ、OPTION 
REVSPEED、スタイルワゴン他に広告掲載！ 

地元有力メディアグループの中核媒体 
夕刊紙。発行部数は10万部/日に 
6月7日ラテ面に告知広告。 

十勝毎日新聞社グループのFM局。 
6月2日～9日迄20秒スポット告知。 

北海道内654店舗全店で独自ポスターを掲出、札幌・帯
広・釧路エリア364店舗に集中したD1ポスター掲出依頼、
POSレジ広告を展開。その他独自SNSでも情報拡散。 

-9- 

露出報告 



プロモV、CM、街頭 ＆ ニュース 

プロモーションV TV-CM 

Face book  
リーチ61,024人 / 動画再生回数 24,877回 

CM放送局と放送期間 
ＨＢＣ（TBS系列）５月１２日～６月８日 
ＵＨＢ（CX系列） ５月１９日～６月８日 
ＨＴＢ（ANB系列）５月２５日～６月８日 

TVニュース報道 ６月10日(日) スーパーJチャンネル「HTBニュース」午後５時52分頃～約50秒 

すすきの街頭ビジョン「すすきのワンチャンネル」 
15秒CM 48本/日×7日間放送 
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記事掲載 
十勝毎日新聞4月13日掲載 

十勝毎日新聞5月10日掲載 

北海道新聞6月8日掲載 
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記事掲載 

北海道新聞6月12日掲載 

十勝毎日新聞6月11日 

十勝毎日新聞6月9日掲載 
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記事掲載 

十勝毎日新聞6月14日 
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528人の回答 
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来場者アンケート 



104人の回答 
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来場者アンケート 



47%が家族連れ 

D1初体験86% 
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来場者アンケート 



511人の回答 

75%が来年の開催に期待 
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来場者アンケート 



今年度より実施しておりますYou Tubeは気軽に見ることができることから、幅広い方に
利用しやすくなりました。 You Tubeライブでは企業CMを入れたり、商品を紹介するこ
とも可能と活用の幅も拡がっています。 

総再生時間  382,391分  1,539,252分 
 
平均視聴時間 14分   25分 
 
視聴回数  39,323   81,966 
 
高評価数  330   658 
 
利用性別  男性97％ 女性3％  男性96％ 女性4％ 
 
総視聴国  74カ国   77ヶ国 
 
最大同時接続者 2,922名   3,936名 
 
チャットメッセージ 2,063件   81,966件 
 

予選日   決勝日 

年齢別 予選日 決勝日 

13～17 7% 7% 

18～24 18% 16% 

25～34 30% 29% 

35～44 28% 28% 

45～54 16% 18% 

55～64 1% 1% 

利用端末 予選日 決勝日 

携帯電話 51% 45% 

パソコン 23% 27% 

タブレット 13% 15% 

テレビ 7% 8% 

ゲーム機 5% 5% 

その他 1% 0% 

海外向けの実況はアレクシーが担
当 
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三栄書房グループ 
株式会社サンプロス D1 事業部 

東京都新宿区新宿6-27-30 新宿EAST SIDE SQUARE 7階 
 

SUNPROS Co.,Ltd. 
Shinjuku-Eastside-Square 7F, 6-27-30,Shinjyuku-Ku,Tokyo 160-0022 Japan 

P. (+81) 03-5287-2939 www.D1GP.co.jp 

2020年オリンピックイヤーに20周年を迎える「D1 GRAND PRIX」 


